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「思い立ったが吉日」「善は急げ」「鉄は熱いうちに打て」… 

どれもみなさんご存じの通り、「物事を始めようと思ったら、すぐ行動に移すのがいい」という意味です。せ

っかくやってみようと思ったことも、時間がたつと最初ほどのモチベーションがなくなっていたり、なんとなくや

らない理由を後付けしてみたりするものです。短い時間、少ない回数でもとりあえず始めることが、成果を上

げる近道になる気がします。中間テストが終わったあと、校長室で「期末テストは頑張るわ」といっていた 3

年生の〇〇君、もう取り掛かっているでしょうね！一か月後の期末テストを楽しみにしていますよ！ 

とはいえ、これはテストや受験を控えた生徒のみなさんにだけあてはまるものでもありません。我々大人も

同じことがいえます。仕事にしろ、プライベートにしろ、目の前に「それ」が来た時にわずかでもはじめること、

「着手主義」をみなさんにおすすめします。とりかからないと気付かないことも多いものです。わずかでも手

を付けておくと、その時に見えてきた課題や疑問に対するヒントなどがふとした時にひらめくこともあります。

締め切りが迫ってから始めるよりも成果が上がるのはこのことが大きいように感じます。“私の仕事術”とし

ておススメです。 

即行動！ “着手主義”のススメ 
  

  夏休み以降たくさんの亀中生の活躍を

ご紹介してきましたが、それはスポーツば

かり、あるいは学校内だけではありませ

ん。1年生の野津ほのかさんが、一般社

団法人全日本ピアノ指導者協会主催の

ピティナピアノコンペティション西日本滋

賀地区の大会において、奨励賞を受賞さ

れました。 

  野津さんは「さくらピアノコンクール」で

金賞と桑名市教育長賞を受賞したことも

あるそうです。これからの活躍も楽しみで

すね。おめでとうございます！ 

 

  裏面にSNSでのトラブルを投稿できるア

プリ「ネットみえーる」のご紹介をあらためて

載せさせていただきます。県内のいじめ発生

件数も増加傾向にあります。気になったとき

は相談していきましょう。 

 

１０月１９日（火）、後期第１回生徒評議会が行われ

ました。新しく役職についた本部役員、委員長からあい

さつとともにあらためて今後の抱負も述べられました。 

またこの日の話し合いでは、各クラスの代表として

参加している室長が各学年に分かれて「自分たちの

考えるリーダー像」について話し合いが行われました。

クラス、学年、そして学校の新しいリーダーであるみな

さんのたのもしい姿を見ることができました。これから

の亀山中学校をよろしくお願いします。 

後期第１回生徒評議会 
  


